
年頭に当たって

日ごろは当院の運営にご理解、ご協力いただきましてありがとうございます。

3年以上にわたったコロナ禍も旧年5月に5類になったことで一段落の感があ

ります。まだまだ完全収束とは言えないとしても、最近はインフルエンザ、アデ

ノウイルス、RSウイルスなど他の感染症が勢いを増している印象です。旧年10

月に開催いたしました地域医療意見交換会にも多数ご参加いただき改めて感謝す

ると共に、リアルに顔の見える関係構築の大事さを再認識したところです。

9月の浅見長浜市長の発表により、赤十字の指定管理により地域三病院の経営

一体化の方針が打ち出されたところですが、「それぞれが良いものを持ち寄りより良いものを作る。急性

期対応においても、回復期、療養期においても」を理念に迫りくる超高齢化、少子化、人口減、労働人口

減に備え、医師働き方改革の推進や医師確保も図りつつ、医療の高度化・発展も図っていきたいと考えて

おります。病院再編はいわゆる痛みを伴う改革ですので、短期的・局面的には種々のご不便、不都合など

ご理解をお願いしなければならない事象も多いかと思いますが、10年、20年先を見据えると避けては通

れないことですので、どうか長い目で見ていただき、ともに地域の医療・介護：地域包括ケアシステムの

発展にご協力いただければ幸いです。

コロナ禍後半にはCT、MRI血管造影装置など大型機器の更新を行うとともにドクターカーの運用開始や

外傷センター開設など機能強化も行いました。ドクターカーの出動は1日に何件もあるわけではありませ

んが、病院外でより早期に病態の評価が行え、病院到着後の迅速な治療開始につながり意義を感じる症例

も増加しています。住民の安心に貢献できればと考えております。

高齢化に伴い病院だけでは治療・療養が完結しない方が増加しておりますが、在宅診療を始め当院退院

後の患者さんをお世話いただく機会も多く深く感謝する次第です。まさに地域包括ケアの時代だと思いま

す。ご紹介、ご相談、ご意見、お小言など多数お待ちしております。
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あけましておめでとうございます。

平素より当院の地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

病院長 楠井 隆



　　

クリスマスストリートミュージックを開催しました

12月2２日（金）にクリスマスストリートミュージックを開催しました。2階エレベーターホールで、

ピアノ、ヴァイオリンなど4組の演奏者に演奏を披露していただきました。心地よい音色が響き渡り素

敵な時間になりました。

ー 新任医師のお知らせ ー

小児科 辰巳 正樹（たつみ まさき）

よろしくお願いします

ー 退職医師のお知らせ ー

小児科 森 和徳 12月末

小児科 池野 貴弘 12月末

お世話になりました

院内原子力災害対応訓練を行って

11月18日に院内原子力災害対応訓練を実施しました。原子力災害時、当院は原子力災害拠点病院とし

て傷病者を受け入れる役割を担っています。原子力災害では、放射能汚染を拡大させないために、職員は

防護服を着用し、施設の床や壁、資機材を養生する（覆う）必要があります。今回は誰が見ても分かるよ

うに、防護服の着脱や養生方法のポスターを作成し掲示を行いました。また訓練を通して、新たに記録用

紙の活用方法や、養生方法の課題が見えてきました。原子力災害でも赤十字の使命を果たす為、今回明ら

かになった課題を達成できるよう今後も訓練を継続していきたいと考えます。

訓練にご協力頂きました皆さまに、こころより厚く御礼申し上げます。

院内原子力災害対応訓練に参加して

今回私は患者役として参加させていただき、被ばくされた方がどのようなお気持ちで来院されるのか、

少し理解できました。また実際に養生されている姿などを見て、放射線物質の防護措置の大変さについて

も実感することができました。今後、万が一原子力災害が発生したとき訓練の経験を活かして、被ばくさ

れた方のために事務員として自分に何ができるのかを考え行動していきたいと思いました。

社会課係長 伊吹 好弘

産婦人科 近松 勇門

令和5年12月より産婦人科専攻医として赴任いたしました近松勇門（ちかまつはや

と）と申します。コウノトリの郷である、兵庫県豊岡市で初期研修修了後、京都大学婦

人科産科学教室に入局をし、京都大学医学部附属病院に勤務しておりました。

健康という側面から女性みなさまの暮らしをサポートできるように、真摯に丁寧な診

療を心掛けて参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

地域医療連携課 中川 稜悟
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